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た。これは， 1 日を 15分単位の時間枠で分割した行動記録票を用い，被調査者が 15分毎の行動内容を自己記入し各行
動の作業強度(文献より引用した Relative Metabolic Rate 値)から体表面積当たり 1 日消費エネルギー量(以下，
消費エネルギー量)を算出する方法である。われわれが経年的に循環器検診を実施している大阪，高知，秋田地区の 40





血圧値，安静時心拍数，血清総コレステロール値， 10g (TG) ，ヘモグロビン値，尿酸値の平均値が有意に低かった。消
費エネルギー量と各検査成績との単相関係数を算出した結果，総数では，最大酸素摂取量と有意な正の相関，皮脂厚，お
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ツを行わなかった大阪の勤労者で 40歳代の男性， 206 名に対し， 24時間行動記録法による消費エネルギー量を従属変
数，質問票の 11 項目の質問に対する回答を独立変数として，変数減少法による重回帰分析を行った。その結果， 24時
間行動記録法による消費エネルギー量と有意な関連を認めたのは， I勤務時間中の立位と座位の割合J I三階ぐらいの高
さを昇る際に歩行とエスカレーターのどちらを選択するかJ I現在の重労働の勤務時間」の 3項目であった(重相関係
数は 0.636 (P < 0.001))。この 3項目を用い，回帰式から算出される消費エネルギー量(定期的スポーツによる消費
エネルギー量を除く)を「日常身体活動量スコア」とした。大阪の現業系勤務者 1819名について，日常身体活動量ス
コアを算出し，スコアにより 5群に分割し，身体活動量と循環器検診成績との関連を分析した。スコアが高い群ほど，
BMI，皮脂厚，最小血圧値，安静時心拍数，血清総コレステロール値， log (TG) , log (GPT)，ヘモグロビン値，尿酸値
が低く， HDL- コレステロール値が高いことを認め， 5群聞に有意差を認めた。年齢，およびBMI，飲酒量，喫煙本数，
日常身体活動量スコアを独立変数とし，各検診項目を従属変数として，重回帰分析によって検討した結果，スコアは，年
齢， BMI，飲酒量，喫煙本数の変数とは独立して，皮脂厚，および、最小血圧値，安静時心拍数，血清総コレステロール値，














を作成したD このスコアと循環器検診成績との関連を大阪の 40歳代の男性現業系企業勤務者 1819 名を対象に分析し
た。その結果，年齢，および Body Mass lndex ，飲酒量，喫煙本数とは独立して，スコアが高い者ほど，皮脂厚，およ
び最小血圧値，安静時心拍数，血清総コレステロール値，トリグリセライド値，ヘモグロビン値，尿酸値が有意に低く，
HDL- コレステロール値が有意に高いことを認めた。
以上，本研究によって，わが国の中高年男性勤労者において，身体活動量と循環器検診成績との聞に一定の優位な関
連が存在することを明らかにすることができた。また，本研究で開発された方法などを用いて，身体活動量を的確に把
握することが人々の健康管理に重要な意義を有することが示され，学位に値する。
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